
３
月
１
３
日
（
日
）
建
交
労
東
京
ト

ラ
ッ
ク
部
会
・
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
、

首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
を
開
催
し

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
２
０
１
９
年
以
来
と
な
り

ま
す
。
参
加
は
ト
ラ
ッ
ク
１
５
台
・
宣

伝
カ
ー
３
台
・
乗
用
車
３
台
、
そ
の
他

新
聞
記
者
２
名
が
取
材
に
駆
け
付
け
ま

し
た
。
葛
西
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
内

（
近
物
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
棟
）
で
行

な
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、
冒
頭
に
東
京

ト
ラ
ッ
ク
部
会
の
矢
島
副
部
会
長
（
豊

島
運
送
支
部
）
が
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
感
染
リ
ス
ク
と
闘
う

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
現
状
や
、
先

の
物
価
上
昇
に
つ
い
て
触
れ
「
物
価
の

上
昇
は
物
流
コ
ス
ト
の
値
上
げ
が
理
由

と
さ
れ
る
事
が
多
い
が
、
燃
料
費
高
騰

・
適
正
な
人
件
費
の
確
保
な
ど
、
適
正

運
賃
収
受
の
た
め
、
や
む
を
え
な
い
部

分
も
あ
る
。
本
日
の
パ
レ
ー
ド
で
現
状

を
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
中
央
本
部
よ

り
角
田
委
員
長
、
首
都
圏
労
使
協
よ
り

成
瀬
会
長
（
教
宣
文
化
社
代
表
取
締
役

社
長
）
、
東
京
地
評
よ
り
屋
代
事
務
局

次
長
、
首
都
圏
交
運
共
闘
よ
り
舞
弓
事

務
局
長
か
ら
、
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
角
田
委
員
長
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

・
ロ
シ
ア
な
ど
の
世
界
的
不
安
情
勢
に

よ
る
物
価
上
昇
・
燃
料
費
高
騰
や
、
２

０
２
３
年
～
２
４
年
の
法
改
正
が
あ
る

中
で
、
ト
ラ
ッ
ク
運
輸
産
業
が
大
き
く

変
革
す
る
。
改
善
基
準
告
示
な
ど
を
踏

ま
え
た
上
で
春
闘
に
取
り
組
み
、
世
間

に
も
実
態
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
頂
き
た
い
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
奥
貫
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク

部
会
長
の
決
意
表
明
と
、
鈴
木
埼
玉
ト

ラ
ッ
ク
事
務
局
に
よ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

確
認
、
都
本
部
遠
藤
書
記
長
の
団
結
頑

張
ろ
う
と
閉
会
挨
拶
の
後
、
出
発
し
ま

し
た
。
途
中
、
永
代
橋
付
近
に
て
東
京

都
本
部
の
仲
間
（
２
５
名
）
か
ら
激
励

応
援
を
頂
き
ま
し
た
。
銀
座
・
新
橋
を

経
由
し
な
が
ら
約
２
時
間
、
浜
離
宮
庭

園
ま
で
事
故
無
く
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。
【
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

事
務
局
長

上
村

誠
】

春
闘
の
「
見
え
る
化
」
を
求
め
、
バ

ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
は
京
王

電
鉄
本
社
前
で
ス
ト
ラ
イ
キ
集
会
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
バ

ス
運
転
手
は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
公
共
交
通
の
安
全
・
安
心
を
守

る
べ
く
、
毎
日
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い

ま
す
。
長
時
間
残
業
し
な
く
て
も
人
間

ら
し
い
生
活
が
出
来
る
賃
金
を
求
め
、

要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
会
社
は
、

定
期
昇
給
は
実
施
す
る
が
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
経
営
悪
化
を
理
由
に
ベ
ア
は
無
し
、

一
時
金
は
２
０
％
カ
ッ
ト
の
回
答
で
し

た
。
私
達
は
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

溜
め
込
ん
だ
内
部
留
保
を
活
用
し
、
大

企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す

べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

会
社
は
、
私
達
が
所
属
す
る
電
鉄
バ
ス

株
式
会
社
（
京
王
電
鉄
の
子
会
社
）
の

貸
借
対
照
表
を
示
し
な
が
ら
、
利
益
は

全
て
子
会
社
の
土
地
や
建

物
に
化
け
て
お
り
還
元
で

き
る
内
部
留
保
は
無
い
と

説
明
。
ま
た
、
そ
の
他
の

利
益
は
全
て
京
王
電
鉄
本

社
に
吸
い
上
げ
ら
れ
て
い

る
事
を
露
呈
す
る
回
答
で

し
た
。
ス
ト
集
会
は
、
こ

の
よ
う
な
会
社
の
態
度
や

春
闘
の
実
態
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
「
う
た
ご
え
」

の
大
熊
氏
に
よ
る
ギ
タ
ー

と
歌
声
で
、
華
や
か
に
ス

タ
ー
ト
。
バ
ス
を
待
つ
乗

客
や
買
い
物
客
、
通
行
人
か
ら
注
目
を

集
め
ま
し
た
。
建
交
労
中
央
本
部
、
都

本
部
、
国
民
春
闘
共
闘
、
東
京
春
闘
共

闘
、
三
多
摩
春
闘
共
闘
か
ら
代
表
挨
拶

を
頂
き
、
運
輸
の
仲
間
で
あ
る
航
空
連
、

地
域
の
医
療
組
合
、
京
王
新
労
組
支
援

共
闘
会
議
な
ど
友
誼
団
体
の
皆
さ
ん
か

ら
支
援
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。
発
言

頂
い
た
全
て
の
方
か
ら
ロ
シ
ア
政
府
の

蛮
行
に
対
す
る
抗
議
と
、
世
界
平
和
の

実
現
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
集
会
後
、

京
王
電
鉄
本
社
と
改
め
て
交
渉
し
、
労

働
者
の
生
活
に
京
王
電
鉄
が
責
任
を
果

た
す
よ
う
、
再
度
要
求
し
ま
し
た
。
会

社
は
、
溜
め
込
ん
だ
内
部
留
保
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
収
益
が
悪
化
し
て
い

る
事
を
理
由
に
最
後
ま
で
回
答
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
引
き
続
き
不
屈
の
た
た
か

い
を
継
続
す
る
決
意
で
す
。
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

【
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

執
行
委
員
長

佐
々
木

仁
】
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東
京
・
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
３
・
１
３
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
開
催
！
！



大
幅
賃
上
げ
を
求
め
、

３
月
１
０
日
（
木
）
、

建
交
労
鉄
道
は
全
国
統

一
行
動
の
一
環
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
本
社
前
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
１
３

時
か
ら
始
ま
っ
た
行
動

に
は
、
宮
城
地
本
や
東

海
エ
リ
ア
の
貨
物
会
社

の
組
合
員
、
首
都
圏
の

東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川

地
本
の
組
合
員
や
建
交

労
中
央
本
部
・
都
本
部

の
支
援
者
ら
２
５
名
が

集
ま
り
「
コ
ロ
ナ
禍
の

労
働
環
境
悪
化
を
許
す

な
」
「
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
新

人
制
度
を
見
直
せ
」
「
昇
給
格
差
を

な
く
せ
」
「
待
遇
格
差
を
な
く
せ
」

「
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
や

め
ろ
」
と
の
声
を
新
宿
駅
利
用
者
や

昼
時
の
会
社
員
へ
訴
え
ま
し
た
。
鉄

道
本
部
相
木
委
員
長
は
、
新
自
由
主

義
に
よ
り
日
本
の
名
目
賃
金
が
２
０

年
以
上
も
上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
を

指
摘
し
、
大
企
業
の
内
部
留
保
を
還

元
し
て
大
幅
賃
上
げ
の
実
現
、
最
賃

１
５
０
０
円
を
目
指
そ
う
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
で
働
く

森
副
委
員
長
は
「
新
人
事
制
度
に
よ

り
７
割
の
労
働
者
が
賃
下
げ
を
こ
う

む
り
、
家
族
手
当
が
基
準
内
賃
金
か

ら
除
外
さ
れ
た
こ
と
で
一
時
金
が
大

幅
に
ダ
ウ
ン
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

若
年
社
員
の
離
職
が
後
を
絶
た
な
い
」

と
、
切
実
な
職
場
の
実
態
を
訴
え
ま

し
た
。
東
京
都
本
部
の
遠
藤
書
記
長

は
、
同
日
開
催
さ
れ
た
バ
ス
関
連
支

部
（
京
王
新
労
組
）
の
ス
ト
ラ
イ
キ

集
会
を
報
告
し
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
国
際
法
違
反
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
を
侵
害
す
る
野
蛮

な
行
為
を
糾
弾
す
る
。
原
発
攻
撃
、

核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
や
使
用
は
断
じ

て
許
さ
れ
な
い
。
」
と
主
張
し
ま
し

た
。
行
動
の
最
後
に
、
鉄
道
東
日
本

の
三
浦
委
員
長
は
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
や
車

両
清
掃
労
働
者
に
対
す
る
差
別
的
な

労
働
条
件
を
指
摘
。
新
自
由
主
義
の

弊
害
と
言
わ
れ
る
「
今
だ
け
金
だ
け

自
分
だ
け
」
の
社
会
で
は
な
く
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
・
ハ
ス
ラ
メ
ン
ト
の
な

い
働
き
や
す
い
職
場
を
い
っ
し
ょ
に

作
る
た
め
に
、
２
２
国
民
春
闘
を
闘

い
抜
こ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

【
鉄
道
東
京
地
本

副
執
行
委
員
長

井
上

敏
】

３
月
２
日
（
水
）
、
２
２
春
闘
勝

利
に
向
け
て
建
交
労
３
・
２
中
央
行

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
主
催
者
挨
拶

で
角
田
季
代
子
委
員
長
は
ロ
シ
ア
軍

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
強
く
抗

議
。
被
爆
国
と
し
て
憲
法
９
条
改
憲

反
対
の
声
を
広
げ
ま
し
ょ
う
と
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
、
２
２
春
闘
に
お
い

て
は
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
を
中
心

課
題
と
し
、
全
組
合
員
の
生
活
と
仕

事
を
守
る
役
割
を
果
た
そ
う
と
訴
え

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ト
ラ
ッ
ク
部
会

や
北
海
道
本
部
な
ど
の
代
表
が
決
意

表
明
を
行
な
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
全
労
連
の
日
比
谷
野
音
で
の
決
起

集
会
へ
の
参
加
、
ト
ラ
ッ
ク
部
会
、

鉄
道
本
部
、
学
童
部
会
が
政
府
交
渉
、

等
を
実
施
。
建
設
産
別
対
策
委
員
会

は
ゼ
ネ
コ
ン
本
社
要
請
行
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
全
労
連
女
性
部
は
「
菜

の
花
行
動
」
と
し
て
、
早
朝
か
ら
東

京
駅
で
の
宣
伝
行
動
等
を
実
施
し
建

交
労
女
性
部
も
結
集
し
ま
し
た
。
厚

労
大
臣
宛
個
人
請
願
書
は
３
４
７
８

筆
」
を
集
約
し
、
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の

代
表
者
が
直
接
提
出
し
ま
し
た
。

【
建
交
労
中
央
本
部

月
間
推
進
ニ
ュ
ー
ス
第
７
号
よ
り
】
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「
Ｎ
Ｏ

Ｗ
Ａ
Ｒ
！
」
３
月

１
１
日
（
金
）
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
は
、
ロ
シ
ア

政
府
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
に
抗
議
す
る
デ
モ
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
新
宿
中
央
公

園
に
１
２
０
０
人
が
集
ま
り
、

建
交
労
か
ら
は
中
央
本
部
角

田
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、

建
築
設
計
支
部
い
し
ず
え
分

会
、
東
京
女
性
部
な
ど
の
仲

間
が
結
集
し
「
戦
争
反
対
・

ロ
シ
ア
軍
は
撤
退
せ
よ
」
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
日
本

体
育
大
学
教
授
の
清
水
雅
彦

さ
ん
、
作
家
の
落
合
恵
子
さ

ん
、
日
本
共
産
党
小
池
晃
参

議
院
議
員
、
山
添
拓
参
院
議

員
等
が
参
加
し
ま
し
た
。
沿

道
か
ら
手
を
振
り
デ
モ
に
賛

同
さ
れ
る
方
、
携
帯
電
話
で

写
真
撮
影
を
す
る
高
校
生
、

拍
手
で
応
援
す
る
外
国
人
の

姿
な
ど
、
反
戦
へ
の
共
感
を

感
じ
る
行
動
で
し
た
。
高
田

健
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
共
同
代
表
は
「
世
界
中
で

侵
略
戦
争
に
抗
議
す
る
行
動

が
広
が
っ
て
い
る
、
憲
法
９

条
、
非
核
三
原
則
の
大
切
さ

を
改
め
て
訴
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
。

【
書
記
次
長

笹
原

和
樹
】

全
労
連
な
ど
国
民
春
闘
共

闘
委
員
会
の
３
月
１
０
日
段

階
の
初
回
回
答
は
単
純
平
均

で
５
５
１
６
円
（
２
％
）
で
、

昨
年
同
期
を
３
４
６
円
上
回
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
前
の
１
９

春
闘
の
水
準
に
戻
し
た
。
３

月
１
１
日
、
都
内
で
会
見
を

開
い
た
。
春
闘
共
闘
は
昨
年

か
ら
集
中
回
答
日
を
連
合
大

手
よ
り
１
週
間
早
く
設
定
。

今
春
闘
で
は
ケ
ア
労
働
者
の

賃
上
げ
を
全
面
に
押
し
出
し

て
い
る
。
２
７
４
組
合
が
回

答
を
引
き
出
し
た
。
加
重
平

均
で
は
４
９
３
５
円
（
１
・

８
７
％
）
で
こ
ち
ら
は
ほ
ぼ

横
ば
い
。
看
護
師
等
医
療
関

係
は
単
純
平
均
が
５
２
６
４

円
（
１
・
９
２
％
）
で
、
昨

年
同
期
比
３
２
８
円
の
プ
ラ

ス
、
２
０
１
８
年
の
水
準
に

ま
で
戻
し
て
い
る
。
介
護
・

保
育
・
学
童
保
育
関
係
で
は

単
純
平
均
で
４
６
４
５
円

（
３
・
３
０
％
）
。
昨
年
同

期
を
４
１
３
円
上
回
る
。
特

に
、
介
護
分
野
で
は
、
生
協

労
連
の
単
組
で
政
府
の
賃
上

げ
補
助
金
対
象
外
の
労
働
者

も
含
む
６
千
円
の
ベ
ア
や
、

医
労
連
の
単
組
で
５
千
円
の

ベ
ア
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

製
造
業
で
は
８
０
組
合
の
単

純
平
均
が
昨
年
同
期
を
６
９

４
円
上
回
る
５
７
８
９
円

（
２
・
０
５
％
）
。
一
方
、

卸
売
・
小
売
と
出
版
が
苦
戦

し
て
い
る
。
非
正
規
労
働
者

の
回
答
は
時
給
制
の
６
４
件

の
単
純
平
均
で
２
０
・
４
円

の
引
上
。
昨
年
同
期
を
２
．

２
円
上
回
る
。
黒
澤
事
務
局

長
は
会
見
で
「
コ
ロ
ナ
前
の

１
９
春
闘
と
ほ
ぼ
同
額
に
戻

す
結
果
に
な
っ
た
が
、
極
め

て
不
十
分
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長

期
化
、
物
価
高
騰
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
の
『
３
重
苦
』
か

ら
生
活
を
守
る
た
め
に
大
幅

な
賃
上
げ
が
必
要
だ
」
と
強

調
し
た
。
岸
田
政
権
の
賃
上

げ
税
制
に
つ
い
て
、
中
小
企

業
の
大
幅
賃
上
げ
に
は
つ
な

が
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。

【
連
合
通
信
３
・
１
２
よ
り
】

２２春闘勝利へ！建交労３．２中央行動開催

厚労大臣宛請願書３,４７８筆を集約

全労連女性部 菜の花行動開催

■４月 ３日（日）１４時～１７時迄～建

交労東京学校第１回労働組合の基礎・労働

組合とは何か・労働者の権利（リモート）

■５月 １日（日）第９３回メーデー

代々木公園１０時開場（リモート併用）

※詳細は実行委員会の提案をお待ち下さい。

■５月 ３日（火）憲法集会

※詳細は実行委員会の提案をお待ち下さい。

組合掲示板


